
株式会社い　しやサクラ

鋼製小物（鉄小物）の用途は、一般外科、整形外科、産婦人科、眼科、耳鼻科などの診療科ごと、その術式にあっ
た形状になっているため大変複雑です。主な製品について説明文を付けるようにいたしました。

鋼製小物（2）製品名をクリックすると該当ページが表示されます
製品カタログ

▶ サクラの内臓手術器械 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和35年（1960）

用途は腹部の手術で臓器（呼吸器、消化器、泌尿器など）を切除したり、修復したりする器械です。

▶ サクラの胸部手術器械類 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

用途は、胸部の開胸手術（肺臓、気管支など）に使用する器械です。
サクラの胸廓成形器械セットも掲載されています。胸廓成形は肋骨、胸骨、胸椎などを成形し形を整える手術で使用しま
す。

▶ 田北式　連続胃鉗子 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和30年（1955）

用途は、胃手術の際、胃切除または縫合を行う場合に胃壁の止血と内容物の漏洩を防ぐ等の目的で、胃を外側から挟んで
圧迫し、あるいは圧座する等に用いる鉗子です。
組合せの説明、外す説明と胃切除手術の写真、櫻式および千代田製品も掲載されています。

▶ 新しい器械・改良された製品 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和30年（1955）

田北氏胃鉗子、開創器、剥離鉗子などが掲載されております。サクラ印内臓外科器械、櫻式門脈手術器械も掲載されてい
ます。

▶ 櫻印　今永式　門脈吻合手術器械 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

用途は、門脈（肝臓に血液を送る血管）に関する疾患に対する外科手術で、吻合とは血管や腸管、神経などをつなぎ合わせ
ること。縫合と区別して使います。
門脈下静吻合術（エック瘻）の概要も掲載されています。




























	目次
	サクラの内臓手術器械
	サクラの胸部手術器械類
	田北式　連続胃鉗子
	新しい器械・改良された製品
	櫻印　今永式　門脈吻合手術器械



